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校長 新井 和良

うぐいす色をしていた学校の木々の緑が見る見る濃く

なって、真夏を思わせる日差しを感じるようになりまし

た。学校ではプールの掃除や準備も終わり、いよいよ６

月からは水泳の授業が始まります。子どもたちもプール

に入ることを楽しみにしています。泳げない児童の指導

も充実させ、全員が水泳の楽しさを味わえるようにさせ

たいと思います。

学校の西門を入るとすぐ左に「二宮尊徳先生幼時之像」があります。俗に言

う二宮金次郎です。昔はどこの学校にもありましたが、今は、二宮金次郎の像

がある学校はめずらしくなってきました。この像の裏に回ると、昭和１２年に

畑中惠作さんと長男の徳次さんから寄贈されたものであることが刻まれていま

す。畑中惠作さんも徳次さんも、本校のＰＴＡ会長をされた人です。

今の子どもたちは、二宮金次郎について知らないのではないかと思いました

ので、朝礼で、二宮金次郎について話をすることにしました。

二宮金次郎は、今から２２３年前（江戸時代）神奈川県小田原市の豊かな農

家に生まれましたが、浅間山の天明の大噴火により飢饉になり、金次郎の父が、

困った人にお金や米を与えたため、家は貧乏になってしまいました。金次郎の

父は当時、農民には必要ないと思われていた学問を金次郎に教えていました。

金次郎は、弟二人の世話をしながら学問を続け、金次郎が十四歳の時に父を

亡くした後も、母を助けてよく働きました。金次郎像の薪を背負って本を読ん

でいる姿は、薪とりの行き帰りも本を読んだこの頃の姿を描いているそうです。

金次郎は、間もなく母も亡くし、叔父にあずけられて学問も禁じられますが、

懸命に働いて田畑を買い戻し、村でも指折りのお金持ちになります。

金次郎のうわさは、武士の間でも評判になり、その才能を見込まれて殿様か

ら武士に取り立てられ飢餓に苦しむ農民のために必死に働きました。あちこち

の村を立て直し、ついに幕府の役人に取り立てられました。

金次郎の言葉に、『大事をなさんと欲せば、小なることを怠らずつとむべし』

「大きなことを成功させようと思えば、小さな努力を怠けずに行うこと」とい

う言葉があります。子どもたちの日々の努力の励みにしたいと思いました。

５月７日(金）に１・２年生は庚申山へ、

３年生は牛田工業団地と総合運動公園へ、４

年生は清掃センターへの遠足。５年生はぐんまこどもの国と富士重工業の社会科

見学を実施しました。今年も雨でした。５月 13 日（木）には６年生が県立歴史博

物館・観音山古墳・伊勢塚古墳・藤岡歴史館への社会科見学を実施しました。



５月８日（土）にＰＴＡの廃品回収を実施しました。

保護者の皆様のお陰で、たくさんの新聞紙・段ボール

・ペットボトル・ビン等が集まりました。ＰＴＡ役員

の皆様には回収や仕分けで大変お世話になりました。

次回は７月 10 日（土）に実施の予定です。

５月 12 日（水）に不審者対応の避難訓練を実施し

ました。児童の避難は３分以内で完了し、スクールサ

ポーターの小林さんからもほめていただきました。通

報から警察官が駆けつけ、犯人に手錠をかけるまでの

実践的な訓練になりました。

５月 15 日（土）に第 1 回の環境作業を行いました。

学級園の手入れや側溝の掃除、トイレの掃除、通路

の屋根のペンキ塗り、笹川やふれあい花壇の手入れ

など、子どもたちと保護者の皆様の力でとてもきれ

いになりました。ご協力ありがとうございました。

５月 18 日（火）に JRC（青少年赤十字）登録式、５月 21 日(金）に緑の少年団

の結団式を行いました。JRC は加盟 20 周年を迎え、日本赤十字社から『金色有功

章』をいただきました。子どもたちの心のこもった活動にしたいと思います。

正しい相撲道の普及を図るとともに、相撲を通じて、少年の心身の健全育

成に寄与することを目的として、日本相撲協会が毎年全国６箇所の市町村で

「少年相撲教室」を開催していますが、今年は「藤岡市少年相撲教室」とし

て本校を会場に下記のように開催することになりました。

記

１ 期 日 ６月２５日（金）

２ 参加者 ５，６年生男女児童

３ 日 程 9:30~11:00 相撲の講義 （本校体育館）

12:00~15:00 相撲の実技 （本校体育館および相撲土俵）

４ 講 師 講義：日本相撲連盟（群馬県相撲連盟）

実技：日本相撲協会（玉ノ井部屋親方〔元大関栃東〕及び

同部屋力士３名）

※事業の進行に支障のない範囲で参観できます。ご覧になりたい方はご

来校下さい。ただし、駐車場がありませんので徒歩か自転車でお願い

いたします。


